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16)ナ ノサイズPMMAを 用 いたインプ ラン ト

用仮着材の試作

○龍方 一朗,岡 田 英俊,石 田 喜紀,川 島 功

(奥羽大・歯・生体材料)

【目 的】インプラント補綴において,上 部構造

の固定方法 をセメン ト固定式とした際,一 般的に

仮着材を使用することが多い。 しか し,製 品化さ

れている仮着材は,合 着材を応用した ものであり,

インプラン ト体と上部構造の固定に適 した材料と

は言い難い。そこで今回は,粉 末にナノサ イズ

PMMAを 使用 した試作材で各実験 を行ったので

報告する。
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【材料 お よび方 法】試作材 は液 にユー ジ ノール と

リ モ ネ ン,粉 に は 平 均 粒 径100～200nmの

PMMAを 用 いた。粉 液比 は1.0,液 部 分 のユ ー ジ

ノール と リモネ ンは重 量比 で6:4と し た。 対照 材

料 には市販仮 着材で あ るハ イボ ン ドテ ンポ ラ リー

セ メ ン トソフ トを用 い た。 粉液 比 は標 準 の2.2と

し た。 実験 は,稠 度,被 膜 厚 さ,接 着 強 さの3項

目につ い て,各 材料5個 づつ 行 った。稠 度,被 膜

厚 さにつ いて はJIS規 格 試験 に準 じて行 った。接

着強 さは,実 験材料 と して,ス テ ン レス鋼 製,直

径8.Omm,高 さ5.Omm,片 側 テ ーパ ー4°,マ ー

ジン形 態は シャ ンファー タイプの金型 を用い た。

ク ラ ウ ン に は,CAD/CAMシ ス テ ムDECSY

(MEDIA)に て 計測,加 工 したオ ール セ ラ ミッ

クク ラウンを用いた。接着 試験 は各材料で金型 と

ク ラウ ンを合 着後,10kg定 荷 重試 験器 で5分 間加

圧 し,温 度37℃,相 対湿 度約100%の 恒 温 恒湿 中

で24時 間保 管 した。接 着試験 は万能 試験機 を用い,

引 張応 力 にて クロ スヘ ッ ドス ピー ド0.5mm/minで

行 った。得 られた結果 は一元配置 分散分析 にて検

定 を行 った。

【結 果 お よび 考察 】 稠度 の結 果 は,試 作 材 で は

28.6mm,市 販 仮着 材で は30.2mmで あ った。JIS

規 格 で は29～31mmが 標 準 稠度 と され るの で試

作材 はほぼ条件 を満 た して お り,適 当で あると言

える。 被膜厚 さの結果 は,試 作材 で は14.5μm,

市 販 仮 着 材 で は28.7μmで あっ た。JIS規 格 で は,

30μm以 下 とされ てお り,試 作 材 は条件 を満 た し

て い た。 接 着試 験 の結 果 は,試 作材 で0.19MPa,

市 販 仮 着 材 で は0.29MPaで あ っ た。 有 意 差 は認

め られ なかったが,市 販仮 着材 の値 を超 える こと

はなか ったので,問 題点 の1つ として挙 げ られて

い る過剰 な接 着力 を考慮 す ると適度 な値で あ ると

考 えられ る。以上の ことか ら,仮 着材 と しての所

要 条件 を満 た して い ると考 え られ,臨 床 での応 用

が可能 であ ることが示 唆 され た。
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